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Summary 

序 繍

現在われわれ日本人が食べている筑紫・果実の数はお

びただしく ，おそらく百数十種以上にのぼるものと考え

られる。(との 「種JIま組物学上の speciesの概念lζ

基づくもので，品種的の区glJを考えていない。しかし同

じspeciesでも非常に変化して varietas変種と認めら

れたり， 別の speciesとされるようなものはそれぞれ

1種と数える)。人により，殊4ζ梅物学者と麗芸学者で

時々数の昔u車が異なるのはとのためである。乙の場合に

よれば量生百種にも達する務系 ・果実の大半は世界の各地

から中国を経由して臼本に移入されたもので，日本IC原

産したものや，震近の洋野菜のように欧米から直主主移入

されたものはごく少ない。 ζの日本IC原産したと考えら

れる競菜 ・果実類をあげると次のようである。

1)ユリ鎖 2)ヤ7 ノイモ 3)ツルナ 4)ウド 5)ハ

マボウ フウ 6)アシタノマ 7)セリ 8)ナズナ 9)ミ

ツパ 10)ジュンサイ 11)ワラビ 12)ゼン7 イ

13)ニラ 14)ノピJレ 15)アサツキ 16)ミョウガ

17)フキ 18)ワサビ 19)タデ 20)ハス 21)アカ

ザ 22)カキ 23)ナシ 24)クリ 25)アケビ 26)

ムベ幻)グミ 28)イチゴ 29)カヤ 30)ケンポナ

( 1 ) 

シ 31)ハシバミ 32)シイ 33)マテパシイ 34)ク

ルミ 35)ヤマモモ 36)ピワ 37) "?ツタケ 38)シ

イタケ 39)シメヅ 40)ハツタケ 41)コウタケ

42)キクラゲ 43)ショウロ 44)イワタケ 4.5)ワカ

メ 46)コンプ 47)ヒジキ 48)テングサ 49)モズ

ク 50)アサクサノリ 51)アオノリ U

乙れらについて考・えると，海藻類・キノコ類はさてお

くとして.純絡の稼業・果実についてみると，その大半

は山野11:自生する野草や樹木であって， ζれから務菜と

して改良された痕跡のあるものは，ウド ・セ リ・ミツバ・

ユラ ・アサツキ ・ミョウガ ・フキ ・ワサピぐらいのもの

であるし，果実の方は近年(幕末 ・明治〉 になってカキ

とかナシについてはいくらか改良されて優良な品種の生

産をみているが，その原種はマメガキとかアカナシのよ

うな原稲に近いもので，おそらく中国から優良な品種を

君事入して改良されたものと恩われる。

さらに日本i亡原生したと思われているものの中でもノ

ヒリレとかアカザなどは人皇近い道ばたや，以前耕やされ

ていたが現在は欽表されている野原などに生えているζ

とから考えて，純粋の野生種とは考えられず，むしろ中

国IC生えていた蕊 (小務)やアカザカ靖史以前の大陸と

の往来により，いっとはなしに日本K帰化したものと思

われる。小蒜 (1ピJけの栽培は古く斉長要術2> (中国

北館時代の..業管)11:も出ている乙とから考えて，中国

帰化史たちは特lζζれを愛好したようだから，家庭菜園

に蒔いたのが，逸脱して帰化したのであろう。アカザも

岡織である。

幕末の頃，日本で普通に裁培していた議菜類をあげる

と，

1)ダイコン 2)ニンゾン 3)ゴボウ 4)サトイモ

5)サツマイモ 6)モウソウ 7)フキ 8)ネギ 9)ホ

ウレンソウ 10)キョウナ{ミプナ) 11)カプ 12)シ
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ソ 13)シュンギク 14)チシャ 15)ナガイモ 16) 

ニラ 17)ニンニク 18)ショウガ 19)ハス(レンコ

ン)20)トウモロコシ 21)ラ ッカセイ 22)ウズラマ

メ 23)アズキ 24)サイトウ 25)ヤエナリ 26)エ

ンドウ '!l)トウガラシ 28)ナス 29)トウガン 30) 

スイカ 31)シロウリ 32)キュウリ 33)ニホンカボ

チャ 34)ウド 35)サンショウ 36)フダンソウ 37) 

タカナ 38)クワイ 39)ラッキョウ 40)ワサピ 41) 

ササゲ 42)ダイズ 43)ナタマメ 44)マクワウリ

45)ポンキン 46)ユウガオ

などである。

この中でダイコン，サトイモ， フキ，ネギ，アオナ，

カブ，シソ，チシャ，ナガイモ， ニラ，ニンニク，ショ

ウガ，レンコン，アズキ，ササゲ，ダイズ，ナス， トウ

ガン，シロウ リ，マクワウリ ，キュウリ，タカナ，クワ

イ.ラッキョウ，ユウガオ などは延客式の時代すなわ

ち10世紀の前半どろまでに日本に渡来し，国民にうけ入

れられていた競菜類である。

とれ以外のニンジン，コ.ボウ，サツマイモ， トウガラ

シ， モウソウ，ホウレンソウ，シュンギク，キャベツ，

トウモロコシ，ラ 7カセイ，スイカ，フダンソウ，ニホ

ンカボチャ，ポンキンおよび各種の豆類が延喜式の時代

から徳川末期までに主として中国から(一郎は直接イス

パニア ・ポルトガJレから〉渡来したものである。

とのなかで，サツマイ モ， トウモロコシ，ラッカセイ

ニホンカボチャ，ポンキン(カザリカボチャ)などは北

米 ・中米・南米などの米州諸短からコロンプス以後 (14

92)，スペイン人， ポルトガル人の手により， 一旦ヨー

ロツパ1(:遊ばれた後，中国を経由したり，あるいは直接

臼本1(:運びこまれたものである。

これらの中にはほんの一部ではあるが，ジャガイモや

トマ トのように部分的に移入されたものもあったら し

い。しかしサツマイモやカボチャのように普及しなかっ

た。キャベツやトマ トはせっかく移入されても，草草菜と

して栽培されるのでなく，物好きの手によって，盆栽や

鉢纏えにしたてあげられ，観賞用1(:変形させられた。キ

ャベツの変種ハボタンはまさに乙のようなものの典型で

あって，日本人の好みの一端をのぞいた感じがする。

I 日本音楽の議菜・果実

今延w式れを中心とし，古事記 ・日本書紀，万葉集な

どを多照して平安朝の中期に及ぶ議菜類について考える

時，明らかに日本の山野iζ自生し，中国から渡来したし

たものでない乙とが別明するものは次の 9穏のlif~であ

る。

物

( 2 ) 

学

蕗(フキ)，芹，.萄(アザミ )，羊腕(ギシギシ)，積

(ワラピ)， 薯積 (ヤマノイモ)， 淑(サンショウ)， 尊

(ジュンサ-1)， 養禽 (ヨメナ)

ζの中で，フキ，セリ，アザミは宮中の菜園で栽培さ

れていたζとが明らかであるが，他のギシギシ，ワラビ

ヤ7 ノイモ，サンショウ，ジュンサイ，ヨメナなどは山

野 ・池沼Iζ自生するものを採取した乙とがおのずから明

らかである。もちろんフキ ・セリ ・アザミも山野に自生

するから，乙れらを採取して供御lζ使用したζとがない

とは云い切れぬが，乙れらは皆目常普通の競菜であるか

ら，大量に消費されるζ と，その新鮮さを尊ぶために大

量K栽培されたことが別明する。薯粛は栽格の記録が見

えない乙とから考えると，ジネンジョの系統のもので，

ナガイモやツクネイモなどの栽培種の系統のものは，:i[

:警式の時代よりはよほど後の時代に中国から移入された

もののようである。

以前は乙れらヤマノイモ類相互の簡にジネンジョの

Dioscorea japonica (野生種 ・原種)一一ナガイモ

Dioscorea Batatas (栽接種)の関係があると考えてい

たが，ゲノム分析の結果，そのような関係はなく，独立

の Speciesであるζ とが別明した。引もちろん同ーの

属 DioscoreaIL鼠し深い関係があり，類縁関係が深い

乙とは云うまでもない。ζれら古代的議業の中で非常に

古く文献1(:出ているいーほとんど日本lζ自生したと恩わ

れているものをあげると次の6種である。

蒜，義(アカザ)，瓜(シロウリ ・7 クワウリ)，編，

:1: (ハグカミ )，重E荷(ミョウガ)

ζれらの疏菜類の起源はすζJ~る古いものの， 本来日

本lζ自生していたものではなく，ヤヨイ人か縄文人かの

何れかの古代日本人が日本列島に移住した際，その積子

を運搬して日本iと土着してしまったものと思われる。も

っとも貌志倭人伝を見ると， ヤマタイ閣の土産(土地に

産する物品)を記して 「搬・重 ・橘 ・.荷を産するもと

れを滋味とするととを知らずJとあり，サンショウ・ショ

ウガの類の香辛料的競菜を産するにもかかわらず，これ

を利用しないむね述べているし，日本容紀 ・古事記の何

れにも神武予告の乙ととして， rみつみつし久米の児らが

垣本IL椅えし聾(はじかみうロひびく， 打ちてし止まんJ

とあり，乙ロひびくはじかみが， サンショウかショウガ

か古来学者の議論のまとであった。ロひびくという辛ら

つ性から見るとサンショウがまさり，垣本tζ植えるとい

う表現や，倭人伝の記載からみるとショウガの方がよい。

しかし量産(ショウガ)のζとを古語iIではクレJハジカミ

(中国南方からやって来たハジカミ)とよむし，やはり
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神武紀のハジカミはサンショ ウであろう。

瓜も疑問の多い果実であるが，ヤヨイ時代の遺物の中

iζ瓜の種子がみつかり.相当に古い存干Eである乙とは確

かだが，日本tζ古来自生していたか，どうかは非常に疑

問の多い乙とである。中国でもシロウリは正式には越瓜

と書き，その発2宇が中国南書Eから今のベトナムにかけて

の地帯である。郎ち当時の中国人の意識から云うと宵1i
蛮族の地の重である。もっとも只の一字で瓜とも表わし

現在のマクワウリの忽類と区別しない乙ともあるので，

特に優良な漬物用品種が中国南方から来て.乙れを南方

の瓜の意挟で 「越jの瓜と云ったのかも知れない。日本

人の原誌として南方系の要素が強認されるととがあるが

ζ の中には中国南方畏族，すなわち飴族との近縁性ない

し交液1ζ言及される乙とが多い。たとえばイネの伝来の

問題がとれである。瓜の渡来IC越族または日本の古典に

あるクマソ.ハヤト族のもたらした役割など考えるべき

ではなかろうか。橘については倭人伝の記事にある如く

日本に原生したらしいが，霊仁銅の同道関守の伝説に見

られるように，後良な品種のミカンがある時期tζ南方中

国から移入された乙とが考えられる。

いま非常に問題のある総菜としてノピルとアカザにつ

いて少しく詳しく述べてみよう。

アカザ5)学名 Ch開。ρodiumalbum var. centro-

rubrumは路傍に生えている維寧の一つで，戦中 ・戦後

の食糧難の時代にわれわれが大いに乙の雑草のやっかい

になったものである。

す乙しホウレンソウIr.似た風味を有し，すまし汁の実

やおひたしの材料として愛用された。中閣の王維の持IC

f積雨空林，畑火返し，重量(アカザ〉を蒸し，黍を炊き

東省 (トウ シ)Iζ鈎(ショウ)すJと云うのがあり，い

つまでも雨が隣り止まず，ひっそりした村のあたり鋭が

たなびいている。家々はアカサ.のおひたしを作り，キピ

の御飯を炊いて，昼食の弁当を東の回IC運ぶと云った中

国大陸の雨期の民衆の生活をえがいている。また文~の

嘗舗のmζf余奮を甘しとなす」なる句があり，乙れは

アカザとマメの糞のスープのようないやしい食事を管に

しないという意味である。

一方アカザの紋i立高齢の老人Iと対し時の天子から問っ

た尊敬のしるしであった。

日本では平穆無事の自にはきたならしい野草として頼

められないが，大むかしから庶民の食~:として人知れず

利用されていたととは疑いがない。

験時中4ζ余りアカザを食べすぎて【小麦粉の中にアカ

ザ葉の紛をまぜてスイトン(小麦粉をζ ねて団子をつ く

( 3 ) 

り，乙れを汁iζ入れて重またもの)にしたらしb、〕皮脂の

露出部分が太陽光線のために焼かれて火傷 〈やけど)を

生じ，皮がむけると云う悲惨な状況を呈したととがある

そうである。

乙れは副食として食べる震をはかるかに忽えたため起

った現象であり，汁の実とか，おひたし程度では問題に

ならぬであろう。しかし何か光の感受性を将司大する物質

を含んでいる乙とは確かであり将来の研究が望まれる。

アカザはピタミンA.Bl. 82. Cにti'み，そのタン

パタ質量~多量〈乾物量として30%以上) であり，カロ

リーも笈lOあり.JlM最も同類のホウレンソウlこ近くit秀

な野主主である。

現在のようにホウレンソウその他の野菜が笠宮でなか

った時には，非常に重宝がられた野草である。

ノビルa，Allium Grayiはアカザと同じくJatiとか

原聖子 (きたがしていて今は主主棄されている】などに多く

人里はなれた山奥にはない点で，大1t-の緑化雑草の例と

してアカザとよく似ている。中国でも日本でも蒜 (コピ

ル，ノビルを姻にまいて栽培したもの】と議(オオピル.

ニンニクのζと)の区別があいまいであって，混同され

やすい。 一応蒜をノビルとし，大事;，または淘(胡蒜)

をニンニクとしておく。

中国IC古くから蒜という野草があり，乙れが一種神聖

な草として祭担llr供されたらしく示へんがこっ組合わさ

れている。示へんは祭嵯の上の机の上にのせられた犠牲

(いけにえ)の象(かたち)を表わしているので， ζの

ような神にささげる植物の代表とされたもののようであ

る。事実皇帝神農氏が百薬をはめてまわった日制ζ芋(ウ

天南星科の有毒植物)の部ーにあたり，神気もうろうとし

て絶息しようとした時，蒜(蘭肩書草)を見て乙れを食べ

解毒したという記事【帝登桜山。遭事面学務:。将死。f専務。

日w食乃解。逐収縮之3 能殺盟組虫魚之著書。(孫、炎 :爾雅

正義〉がある。伝説である念材可かとの慈の古さと神霊視

されたもょうを表わしでいる。古事記や日本書記・万葉

集lとあるまま(ヒル)は一応ノビルであろうか(日本書紀

景行紀の毒事の記事はニンニクの疑いがある). ~事式に

警かれている供御の材料となった認はノビルではなくニ

ンニクである。延喜式でノピルを表わすために用いられ

た文字は蘭 〈アララギ)であって，乙のアララギという

言葉はフジパカ?にも用いられるため，乙の延l!・式の額

分について解釈が2つに分れ. 1つはフ yパカ?の幼生

を食草として用いたと見られる。

しかしフジバカ'?Ii着物をくゆらすならいざ知らず，

食用の野草としては， はるかにノ ピルの方がましであ
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る。さらに斉宮の忌窃〈イミコトパ)の 1つIctIの乙と

をアララギというが，乙れはノピルの花茎の織子が総状

(ピラミ ツド状)になるζ とと.a<トウ)が立つのし

ゃれをかり合わせたものでノピルにぴったりする.ノビ

ルの若芽は生でもきっとあででも，酢みそにしたり.it
良と共にぬたにすると穿禽においしい。万建築の『ひし

お酢Kひるっきかてて.鍋ねがう吾にな見せそ水源 〈ナ

ギ)のあつものjなるぎれ歌をみても，鯛のきしみにニ

ンニタをすりつぶした二杯酢を用いている美食底貸であ

るが，乙のヒルがノピルであっても一向重量支えない.お

そらく広史はノピルを貴族や舟化人逮はニンニクを用い

ていたのであろう。花が咲き，内~(むかど) が出るよ

うになると，茎糞i主固くなって食用にならなくなるが，

琢茎Il充実してくるから鋼り取って食用IC:供する.二杯

酢とか，生味噌 . ~味噌をつ砂て食べると野盤がロ中広

みちみちてさわやかな食物でおる。

ノビルはその保存が図書Eな乙と，香辛料としての能力

がニンニタにくらべて劣るζ とから.日本でも中国でも

畑に裁培される乙とが少なくなり，ついには畑の総菜と

しては絵画Eした。 ζ とに日本では応神紀Ic:見られるよう

に野蒜〈ノピル〉とよまU.野生化したヒルを示してい

る。

本家の中国においても元来諸山(スウザン)の削減J1.と

云って，山地iζ生じていたものが.その味を愛する人々

の手により，人墜に下り，畑に義雄されたものであるか

ら，日本で野率化するのは当り前であらう。

E 延書式a・纂田専の箆l!と果実

延:rJ式にのっている議~ . 援実のうち中国から来た乙

とがはっきりしているものとして 1)獲物 (アオナ・夜

業と書いた文献もある) 2)益脊経〈カブラ) 3)茎立

{タクタチ，アオナの益のたったもの).4)爽 (アオイ，

フユアオイ). 5) rrn (ダイコン). 6)竜爽 (コナス

ビ，イヌホオズキ). 7)餅望書(コニシ，コエンドロ).

8)芥菜 〈タカナ.カラ シナ〉などがある.

乙の中で蔓曹と蔓普複は悶-fl物であって一方I立芸棄

を中心として， 一方はa~をφ心とするらのである.し

かし長い間裁経している聞に茎繁を中心とするいわゆる

ツケナ類が分化して行き，片方ではカプを中心とするも

のができたのは自然のいきおいである.

夜3震はある時i立タカナと脅かれ，ある時は7オナと書

かれるo fI.カナとあっても.~毘在のタカナすなわちカラ

シナ BTaSSIujJ411U11の変種 var.j"tegrifouaとi立

ととはり，今のツケナであったのではないか.つまり現

在の中雷名 f怒Jすなわち白菜の原種をさすものであろ

物 学

う。中国近代の名著指物名実図ヨーには.みごとな rnu
の図が出ている。つまり純紳翠でないハクサイのある型

のものが古代宮廷に義繕されていたのである.タクタチ

は乙れらツケナ類のとうがたったものをいい，現在でも

タクタチとよぷ処方があり， その漬物を菜の花演などと

事事し，その美銀と香味は定評がある。

ra取引は現在の大根あって，中国から古い時代に渡来

したものであるらしい。日本の湾岸の各地に自生種のハ

マダイコン 1WpJw"IISRatha"istnlmから日本の大根

が生じたと主張された乙ともあったが，現在では否定さ

れている。ハ7 ダイコンは古い普に義治積の大径が逸出

してもっともその生育環境に適した海岸において自生し

たものとされている.

中国ではさい文猷に爽という字で表わされ非常にきく

からあるようであるが，一方その名弥としてlIn.莱M

車古車， 又は芦芭などの字で表わされ. Io-po (又はζれ

に類する〉の音を有し.ギリシャmの rathD"凶 又は

raρhll$， raPhaneの音釈であるとされる(牧野説)。

すなわち中国でダイコンは非常に古いものだが，やはり

地中海沿岸から西域を経て古い普IC中固に渡来したもの

と云う一元説をとっている。

中国の一番古い大根を表わす文字「笑」は3慢のと乙ろ

突の字lζ草冠をかぶせたにすぎない。

突の字は分解すると穴の上に犬が上半身のり出してい

る字で，ちょうど大根が根古都を首だけもたげているのと

同様である。したがって案外新らしい進路で本来の名称

である Io-poの方が優勢なため， 顧みられなくなった

のであろう。

日本でダイコンの古いととは.記紀の歌憾の中に「山の

畑で少女が木ぐわを持って大根を鋼っている.その肢が

大根のように白い少女と如ζ穫てみたいJ(仁徳色つぎ

ねふ山背女の木鍬もち，うちし大級 (オオネ)，自の白.

2車〈タナムキ〉まかず，t1ぱ乙そ知らずとも云はめ〕と

云った歓があり，大綬がすとぷる古く庶民の食舗とされ

た乙とがわかる。 しかし延事式では乙のグイコンは生野

菜として多く用いられている反面漬物としては全然用い

られていない。カプやシロウリ ・トウガソなどよく漬物

にされているが.延書式の時代Ic:ダイコン演がなかった

のであろうか。それとも奥吸を..ぷ宮廷において怪しげ

な呑をiliすダイコン演が緯訴されたのか2つに1つであ

る.著者はおそらく後者であろうと推理する.何故かと

云えば，保存食としての大81.がないわ砂はなく.夜長

IC I立大いに用いられたと思うが.宮中においては，大援

演の醸し出す悪臭4ζヘキエキしてζれそ燦還したため大

( 4 ) 
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線をt責りなかったものであろう。

延事式の当時，中間でも日本でも非常によく裁縫され

ていた，施~の 1 つに「葵〈アオイ) Jがある。乙れは

カモアオイ〈フタパアオイ)Asarum caulescensやそ

の仲間と全然異なり，アオイ科 MalvaceaeIC属するフ

ユアオイ Malva rJerlici IlIltaである。 乙れはゼニア

オイ Maluasyluestr;s var.例 auritianaやタチアオイ

Althaea roseaなどの仲間である。

古代中国では図裂の王者として取敏かい，日本の宮廷

でら中国から移入して尊霊していた。当時の野菜の王者

とされたものに.車 (スミレか?不明の野菜，現在のセ

ロリ ーではない) と重さがあり， 礼紀内則IC(ま iJ!爽扮

織Jなる言葉があり，何れも滑なる野菜として，両親lζ

孝雄をつくすためになくてはならない菜類とされてい

た。

白楽天の「夏目作JIC i前の換の雨lζ竹鉢の若い竹の

子がやわらかい。朝方の認に~閣の葵(ヤサイ) ，主新鮮

である。爽を添い竹の子をやいて食べればもうなまぐ

さものの御馳走はいらない。

はり切ったお腹をさすりながら.ぶらぶら散歩して.

さてひとねむりしようJ(宿商事事笥鍬 長a~爽鮮 ~茨

勉鍬笥可以備制鐙止於適否ロ何必妖盤祖飯吃盟

激己例腹方果然婆裟庭前歩安穏窓下緩)との誇句

があり，なかなか質裁のようで重正確な食事であり，現代

のわれわれからみるとかえってうらやましい。

その外野菜の代表としてしばしば.乙のフユアオイが

でている。乙の変緩の1つにオカノリ Maluaverticil-

IIlta var.σispa がある。 8' 乙れ'i~定の縁辺が波打っ

てしわがよっている。乙れは全くフユアオイの変異の1

つとみなすζ とができ， 牧野氏の実験によれば， 事事国

から取りょせたオカノリの種子からフユアオイが，また

フユアオイの種子からオカノリが生じたといい，フユア

オイとオカノ 1)の相互変換が容易に行なわれる。まだ

Speciesとして固定の不完全なものである乙とが現らか

になった。

ζ のオカノリは軽くあぶってもみ，紛身にして食患な

どとまぜ，飯にふりかりて食べると，ちょうどノリのよ

うに給貨物を生ずるため，オカノリといわれる。フユア

オイも同様にして食用に供される.現:lfでは中国でも日

本でもどく辺びな農村 ・漁村の片隅に裁縫されるだけで

ある。鈴国では今でも乙の栽培地sg妥であるらししその

種子をたずさえて帰った俗図の人の多く住んでいる鶴落

の空地に時身栽培されているのをみかけるζとがある。

初芸・)(コエンドロ ・コニシ)は学名を Coriandrum

( 5 ) 

sati凶 m といい，現在の名祢コエンドロはそのポルト

ガル名 Coentroから出たという〈牧野滋}。貝原益事Zは

その著大和本尊の中で錘名のCori卸 derから出たのだ

ろうとしているが，もっと発音が近くまた日本との交換

が深かったボルトガルfiとした方がよいであろう。 ζの

香辛料くさい夜菜が平安朝の宮廷で議t告されていた乙と

はま ζとにふしぎである。

しかし中国では割合現代の西洋諸国とよく似て香辛料

の使用が種類や量ともに多い。ニンニタ ・トウガラシは

もちろんの乙と八角(大部呑)や花搬(ハナザンショウ

としているか，何かサンショウによく似た Xanthothyι
lum属の花芽). illi香.l，'i:*.サフランなどをよく用い

ている。

北ftの貿思穫の著になる斉民主喜術の中iζ胡警の¥t値に

よる軟化裁培法が記してあり，録業野菜として用いられ

た。おそらく現在用いられているように浪厚な肉汁の背

味料として舟いられたものと忽われる。当時の日本l立会

て漢風をまねて文明国とする傾向があったから，当時の

宮廷の食生活慣習からみると，少しふさわしくないとの

コエンドロのような香辛料約療薬が重要な食料となって

いたζとはおもしろい。

乙れはしかしニンニタの使用と悶じく，王朝の紀綱の

ゆるみに従:JJ~い，伍めてすみやかに創級したものらしく

中世には何ら コエ ンドロの使用がみえない。

延軍事式にはとの外ナス ・カモウリ〈トウガン)のよう

な巣業銀やチシャ・ 9デ・セリ ・コナギのような葉菜類

が記織され，食用lζ供されている。また竜葵(イヌホオ

ズキ)とか.ソラジ〔カサモチか?)，クタサ(サイ カ

チの業か)，シタツキ (ミツパアケピの突か)，マタタピ

などの香辛料，薬科的の野菜・果実が使用されているが

一応乙ζ ではとりあげない乙とにする.径のつつみと云

ってエゴ"7(シソに似た組物〉の葉でまいた，今のしそ

Zきさに似た漬物もあった.ただ1つだけ東西交波史の上

からみて面白いものに葛芭〈チシ令)があるのでζれに

ついてのべる。

菌室10'Lactuca satiuaの原種は L.scari01Jaでヨ

ーロッパの主主平等全域， カナリー諸島，アルジエリア，エ

チオピア，アジア西海.メソポタミア，コーカサス，カ

シミア，オ‘パ- )V. シベリアの一喜容が原産地である。中

凶lζ渡来したのはmの時代 (581~618) であって局国の

使者が来朝した時，附人が穂子を高値Iζ求めたので千金

菜と名付けたとある。菌芭(千金菜J. t宣彰粂m客郷廊

云，高菜自局国来。故名。(清異録11世紀).中国の沼芸

学者胡昌織氏IC京都大学の並河功氏が局固とはどの地方
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かたずねたと乙ろ，ヒマラヤ地方の民主長の名前iζ局とい

うのがあるから.乙乙から失たのであろうという乙とで

あった。111しかし Lauferはその警 Siロトlranicaにお

いて，とれを単なる続話であると笑いとばして. r局な

る国はどとにもない。乙の局という国は単ICiWi琶の高と

いう文字から生み出された一つの語源説話IC過ぎない」

と云っている。 より確実な伝承としては腐の太宗の時に

(627-649)ネバールの使者がホウレンソウを進呈する

と同時に酢菜をも進呈した。乙の酢菜とlまよいブドウ瀦

のようなよい味と.若菜 (ニガナ)のような苦味を持ち

萱 (LactJU;a のl種)のような彩をしてそれより薬が

広く長い。乙れが現在のクキチシャであると云う。(唐

会重要9世紀)。 いずれにしても最も信用できる文書主とし

ては7∞年頃の食事興本尊IC初めて出るし.との白色種の

白芭i立;s祐本11-(1057) IC初めて出るので，まずまず7

倣紀以降ICペルシア方面からふパールを通って中国に伝

わったものらしい。 ζれをEをと交際を始めたばかりの大

和朝廷がさっそく取入れたものと思われ，日本人の進取

の気象には恐れ入る。しかし平安後期 ・鎌倉 ・室町の時

代の食踏にはほとんど見えず，徳川初期に益事干の大和本

草に見える。王朝の表徴と共lζ一時その種子まで絶え，

ヨ』ロッパや中国との交流が始まってから再び移入され

たものではあるまいか。

現在われわれがサラダ用野菜と して珍mしているレタ

ス(タマチシャ)などは当然の乙とながら，幕末開国以

後欧米から紛入されたものである。 ζの上等品もしっか

りと土著書し国民の食糧として完全に受容されるまでに約

脳陣近い歳月を経ている。

なお延喜式の時代から約託)()年位経過した後，後白湾

法皇の院政の時代IC銀座秘f>1%1 なる小歌の本が編集さ

れた。乙の審物の中に宮中の菜園 (llll園生)に各種のウ

リ類にまじって車工高瓜 〈アコダウリ)なる正体不明の言霊

祭が怠渚されているとと【橋大が造りし御聞生に苦瓜甘

瓜のなれるかな。紅南瓜(アコダウリ).千々に筏させ

生ひさど，ものな?i(のた〕びそ餓 (えぐ)茄子 (なす

び))が記載されている。

現在アコダウリと云っているのはカボチャ属の3種の

中，最も実用性K乏しいカザリカポャ Cucurbitaμ仰

の中の1品種である。

乙のものが実際後白河帝の時の宮中のま~lIIlc築港され

たとすると，図書芸学上の定説をくつがえす大事件である。

何故かと云うと.コロンプスのアメリカ大震発見が，

14鎗年であるから，その筑均年前の119鋭利とすでにアコ

ダウリ(カポチ令のH重3が議員告されたζ とになり，ζ

物

( 6 ) 

学

のような乙とはあり得ないというのが合滋であるからで

ある。

乙のアコダウ リの外.サツ7 イモ， トウモロコ シなど

について米州原産の箱物が p陀心。lumbian IC存在し

た乙とを証明する学鋭があり ， ζれを p(~心。lumbian

thωry という。前世紀に乙の学説が非常に盛んであっ

たが，実証性を伴なわず，次第にその姿を消すようにな

った。ととろが，ヘイエルダールがコンチキ号lζ乗って

太平洋を漂流し，すくなくとも， 米州の人逮が太平洋の

ミク ロネシア ・ポリネシアの諸島にたどりつく乙とが不

可能でない乙とを示して以来，ふたたび， コロ ンプス以

前に米州の作物が東洋諸国その他tζ涙着した可能性カ犠

宮守され，若干の作物たとえばサツ?イモでは太平洋諸島

IC~着した可能性がみとめられるに至った。 ト ウモロコ

シについては現在その可能性を主張する学説が提唱され

ている。さてζのアコダウリだが， ζれは果してカボチ

ャの1種としてよいであろうか。乙の架虚弱妙なる害物

は中世に古重量定してしまったものと考えられていた。と ζ

ろが明治“年になってから再発見され.とれにアコダウ

リの記事が出ていた。一方室町時代の末，後柏原天皇の

永正13年 (1516)獄中申次記ICアコダ瓜を献上している

記事がある。ボルトガル人が来朝してカボチャを伝えた

という記録の最古は天文11年 (1542)であるから，乙れ

より約~t世紀早い。

乙れらを笛尾一貫して説明するのに便利なのはアコダ

が CucurbitapeP<Jであると留めるのが一番よい。 も

し乙れを認めないとすると次の仮説が証明される必要が

ある。

すなわち，マクワウリのような甘味のあるウリのなか

に.アコダウリと名付ける丸くて小さい紅色のものがあ

り.乙れによく似た形と色のカボチャの1種が白本に輸

入された時，乙の新らしい組物tζアコダウリの名称が移

っていったという仮説が，何か当時の随筆などからa羽

された時， 乙の仮説が正当に認められたζ とになる。それ

でζの頃の随筆類をあさっていると.~腕子という人の

随簸， 鳴応f~1事 1 3 1 なる本の中lζ 「阿古多瓜卜云モノ ， ll

日ヨク人ノ賞ガンセシニ今ハ絶テ見ハベラズ，随分美味

ナルモノニテ産地ヨリ瓜毎ニ印ナド仰テ出セシニ.近世

西瓜盛ナリシヨリ阿古多瓜ヲ作ラズ， 西瓜ハ清土ニモ古

ク伝ワラズト見エテ，元ノ蛍組芭径ノ後.l:il家ヨリ重量ヲ

中夏ニ入N ト五雑mニ見エタリ.本邦ニハ寛永ノ頃琉琢

ヨリ護摩ニ及プ。長崎ニハ.. 安ノ頃漸ヤク有リトカヤ.

…阿古多瓜モ今ハ無キニヤjとあり，ζの記事から見る

と，何か7 クワウリ綴の水菓子であってす乙ぷるおいし
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く，有名なちのである{印を持して出す)のに西瓜の到

来と共にその位買を失ない，当時すでにそのIf-.在さえgg

明しないようになった。反耐カボチャ系の色 ・形の似た

アコタ.ウリが到着雪して置き後ってしまったという ζ とが

最も妥当ではあるまいか。

E 大寺田本草窃纂時の斑Z震と果実

廷書式が醍醐天皇の勅命岬051 により編纂されて以来

お年経過して. 延長6年 (9初年)一応完成してから，

約“均年たち，中御門天皇の宝永6年(17伺)Iζ篤学者

貝原篤信(益軒)の手により仮名交り和文の大和本草141

が完成出版された。 むづかしい文字の読めぬ者iζもと懇

切てい宣告に警かれた審物で，大凡の体裁を約 100年前iζ

出版された明の李時珍の本草網目の形に仮り.鉱物 ・植

物 ・動物の煩にくわしく解説したものである。 ζの前後

i主将軍綱吉の奨励により，文遂とみに進み，元禄9年

(696)には宮崎安貞151 の農業全容なり，翌年10年に

は平野必大の本朝食鑑なった時代である。益軒自身元禄

元年(1槌8)Iζ辞書，和爾維を出版している。

との延幕式の時代から大和本草の時代まで約8ω年の

年月の間{ζ王朝から政継が鎌倉iζ室町lC.戦国を経て織

豊政権から江戸幕府iζ移行した。国民の経済も急激に伸

張し，律令制口分回合~\lから在国領lを経て， 大名領国指l

稽幕体制』ζ至った。 乙の悶盛iζ新悶の側発が行なわれ，

あふれた国民のエネルギーはあの元禄文化を 作り tUし

Tこ。

乙の聞に中国と日本との正式の国交乙そなかったが尚

人の往来があり，天竜王手船とか，勘合貿易などにより日

本からの物資と併行して中国・緯国の物資が流れ込んだ。

乙の中に議菜 ・果物の手電子その他があったζとは当然で

その中{ζ 1)スイカ 2)ホウレンソウ 3)ニンジン

4)ブドウ 5)カボチャ 6)サツ7 イモ 7)キャベツ

8}フダンソウ 9}シュンギク 10)セロ リー 11)ト

ウガラシなどがあった。

また~喜式の時代にすでに存在していたが，あまり用

いられなかった議菜にゴボウ ・キュウリなどがある。 ま

た現在梅干にしば演によく用いられているシソも廷喜式

の時代には薬用iζ供されているものの，その食糧として

の役目の大半をエコ，'7 !Cより行なわれてきた。 【荏のつ

つみ(シソまさに似たもの))。伝家によると京都の大

原の星の柴演の起りは，主主礼門院の入山!c始まるという

から1185年頃 (嘉永4年)IC始まると見てよい。

一応延喜式の時代から大和本主主の時代までに中関から

日ボに流入した総菜・果実を11種あげておいたが，乙の

tPでカボチャ ーヵザリカボチャ(ポンキン)・サツマイ

( 7 ) 

モ・トウガラシの4種l;fJ依州の原産のもので，定説によ

ると， 1492年のコロンプスのアメリカ大陸発見以後の移

入でなりればならず，また必ずしも中国を中継する必要

はない乙とになる。即ち直篠，ポルトガル人 ・スペイン

人およびイギリス人の手で輸入されてもさし支えないは

ずである。

西瓜 (スイカ)Citrullus vulgaris はその原産地が

アフリカの中南都である乙とが. Livingstonらの探検

により別甥した。 そして原産地iζ近いエジプトにおいで

す乙ぷる古い時代から慈怨されていた。 そしてζのエジ

プトから世界の各地に分散したので，その栽培の歴史11

少なく見ても 4.(削年を下らない。そして中国の漢や唐

の時代!cは中国の文献には出ていなb、。

中出の文献に始めて西瓜の名のぬるのは，五代の胡般

の戦中日記、陥~îi己. (欧陽修編五代史第7~1C記され

ている)である。彼は契丹の軍隊に捕えられ，契丹の本

留を旅行する間{ζスイカに関する見聞をまとめている。

ちょうど契丹はその日寺，トルコ民族の分派で中央アグア

IC図を立てていた回紘 (Uigur)を滅ぼし， スイカの滋

子と栽槍法を伝えていた。後はその見聞を記録している

だけで，果実も種子も中国本音容に伝えなかったようであ

る。中国本土』ζ重量初lζ種子をもたらし，実際IC西瓜を室長

法したのは，南宋の人洪自告で彼は南宋国か白金の公伎に

なって1129-1143年の15年間型軽京 (今の北京)IC滞在し

た時の記録を松波紀関 (1156)IC寄き，乙れにスイカの

原子を持って帰った旨が型車いである。 U I

日本IC綾初lζスイカの記事が出ているのは室町時代の

名僧 ・電車堂間信が 171後光厳天皇の延文4年 (1359)製

作した漢詩集空筆集Kスイカの鈴をのせたのが，初めで

ある。その務は 「今はじめて日本の国にスイカをうえで

果実を収穫した。精力をつけはげます乙と，その効果の

ほどは変門冬ICも劣らない。 Jとあり，スイカが腎臓を

利して利尿剤となるζ とを.何か精力JlIlでもあるかの如

き書き方をしていて，いささか乙っ砂いである。

しかしその後スイカの記事がたえているのを益軒をは

じめ多数の学者がふしんに患っているが. rーその後し

ばら く絶えたるなる何しJと断定しであり，おそらく正

しいであろう。その後，天正7年(1579.~望葬祭の時代

より約20(}後後)Iζスイカ ・カボチャ来る(長崎両面鏡)

とあり， また慶長10年 (1伺5)薩J!lEICJ}lUiまからスイカ渡

れりとされ，まず長崎・縫摩などの開港易近くに渡米し

たが，会図的iζ受容されるのはさらにその後，京都lζは

)t文年間 (1661-1671) .江戸lζ始めて作られたのは延

宝年間 (1672-1680)とじりじり，日本全国iζ広ま って
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行く.草木六$&書種法の持ぺ (1留の には f日本.a国に

此を作らざる処I主将也Jと書かれるほど全国にひろがっ

た。すなわちはじめにスイカが渡来してから，主要な土

地IC広まるまでに約3∞年を委した。その間1ζ永い中絶

の時代があったのである。

ホウレン.(夜襲~) J8J 51-阿inaciaoleraceaの原種

または野生品1立アルメニアからイランにかけて分布し，

時には耳1]の Speciesとみな して S戸i"aciaminarなる

名前まである。夜穫の中国音{ま Pwa-Iingで原名は Pa-

lingaすなわち今のイランである。

ホウレンソウが西有まから中国に入ったのは比険的古く

漢の時代に渡来したと伝えられている。しかし乙れは単

なる伝説であって信用し縫い。

確実に信用できるのは脳会妥であろうか。 10世紀lζぬ

た唐会要には唐の大家の貞総2年 (647) ICネパールか

らホウレンソウの種子を献上したという記事がある。す

なわち7世紀に陸路をへてホウレンソウが西主主から伝わ

った。

日本では中国よりずっと遅れて林道春の多訟緩(1臼1)

にホウレンソウの名前がでている。

セロ リーはふつう西洋諸閣に限る洋菜であって.どく

.近になって，東洋諸国に鎗入されるようになり，生菜

類の生食がふえてから.多く栽培されたり，食べられた

りするようになってきたと信ぜられている。

日本ではまさにその通りであって，われわれの口に簡

単に入るようになったのは戦後十数年経過してからであ

るが，閉じ東洋鰭国でも中国や朝鮮やベトナムあたりで

は在来種のセロリーが，早芹(董〉 とか芹~または塘肩車

などと呼ばれて，脂乙いスープの宵味として多量に使用

されていた乙とを知る人liどく少ない。

さて中国に乙れらの名祢で知られているセロリ ーAか

illm var. dulceが，いつ渡来したかと云う問題になる

と非常に問題が多い。もし本草綱巨の著者李袴珍が101

が云うように -(セロリー)= (皐1f)= (意〉の関係

が成立っとすると，中国では非常に古く ‘.-なる指物

が自生しており，乙の rllJなる事の一部は芹すなわち

水1r-である乙とが明らかであるが，唐の本草IC別IC‘重E

~‘というものを出して f乙れは野生であって人間が裁

槍したものではない。

3震は ドクダミに似ており，1Eの色iま紫である。J李時

珍lま乙の(蔓菜)= (♀芹)としている。

古来からのr:ilJの字にli日本では古くからスミ レlζ

あてている。牧野If士は 2・'!(はスミレでなく，セロリ

ーで，スミレを云う時l孟 r~々~J と云わねばならぬと

物

( 8 ) 

学

くり乏し.日本人の誤用をいましめている。

J(がスミレでなくセロザーであるというIf士の主張の

唯一の綬也は呉3毛布Eの名著継物名実図考の 21)のさし絵

lζ基づくものであって，呉氏は李時珍の (盛)= (早叢)

= (皐芹)の主張をそのままうけ入れ.当時翠芹または

芹菜として利用されていた Aが11mgravd伺 5 ，ζ古典

の f董Jの字をあてはめたにすぎず， (1il) = Atium 

graveolensとしたにすぎない。 したがって古典の rMJ

は必ずしもセロリーではなく，場合によりスミレの1種

とか，トリカプトの怠味tζ用いられた乙とは疑いがない。

持経に f益奈如飴jとある蔓はトリカプトで，国話 (晋

語)にも 22ljlを癌4と事き，鳩を肉ICiiくjとある11も

トリカプトである。蓬や奈がアメのように甘いと云うの

もすとしおかしいが，乙れはそのジュースを煮つめたも

のが，アメ状のシロ ップになっているζ とを示すもので

あろう。

一方"J!を甘滑な野..の代表としているのはやはり食尊

としてス ミレを利用したためであって，スミレとトリ カ

プトの類似点はわずかに花の色が象であるより外はな

い。 さらにセロ リーとの類似点IC至っては全くないが.

一つ考えられる乙とは，スミレがその1覆エイザンスミ

レにおいて，その3症の羽状の切込みがトリカプトの幼生

やセロリーのそれに頚似しているζ と。したがって，毒

草でない蕩でス ミレによく似た食耳揮を探ると，ちょうど

西域から入って普及し始めたセロ リーが古典の 「箆jの

記織によく一致したため，盤とffの発音の類似性から

(m)=(皐芹.，ハタケゼリ〕 としてセロリーにあてはめ

たものと思われる。もっとも季時珍の言も，呉其布陣の曾

も余り明瞭ではなく，彼等の頭の中にははっきりした近

代的諸物同定 (identifcation)の俵念がどっしり康をお

ちつけていたわりではない。

何とな くベールがかかっているのもあたりまえであ

る。

とのセロ リーが小野鷹山の本草稿目啓蒙 (1舶のや本

主主図譜 (1830)にキョ マサニンジンと記され秀吉の靭鮮

征伐(1592)のさい1<::渡来し，明治以後まで岡山域内1<::

8生していたという記事があるが， 23. 利用者もな く，

品種改良するものもなく自然に白紙してしまった。戦後

のいちじるしい管及はひとえに食生活構造の変化1<::伴な

う洋風化のあらわれである。

古代王朝のコエンドロ裁培1<::しでも，乙の折角の朝鮮

役の戦利品セロリーの自生にしても，日本の民衆lζ綬づ

くζとなく消えてしまった。 ζの辺はやはり日本人の食

生活はすくなくと も絡戦後lζ至るまで緩本的に変る乙と
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なく，米自説 ・野菜 ・魚肉のパターンをとりつづけた乙と

を意味しており，乙のパターンがwl厳し始めたのがごく

綬近であるζ とを示す。とれに反して中国の民衆は日本

と同じように米飯〈南方地区) ・野菜 ・魚肉 (または畜

肉Jの食生活パターンを持ちながら，その油乙い食生活，

たとえ一郎とは云えプタ肉を中心とする滋厚な訴l食Iζ，

ウイキョウとかコエ ンドロ.セロリ ーのような香辛料的

背味野菜を必要とする点は全く 日本の民衆の貧しい食事

と異な っていた。とれが乙れら谷辛料é'~野菜の受入れ態

度が中閣と 日本で全く異なった組曲である。

自本の庶民の食生活を変化させたζ とにおいて，各種

の作物の中でサツマイモIC&ぶものはあるまい。乙れが

日本人の食生活のー絡にくみ入れられてから， まだ数百

年とはたっていないのに.とり入れられてから数千年に

及ぶイネ(米)のE投 ICtJ搬するいきおいをみている。

ζの乙とは中留においても問機であろう。ただ中閣には

その笛土の一部 (南方)Iζ大普からサツマイモ (甘藷)

があったという主張が設づよく存在し， ミクロネシア ・

ポリネシアの諸島にコロンプス以前Iζ存在したタ7 ール

またはウマ-}l/なるインカ系のサツマイモをさす言葉が

南方の鳥々に存在した事実と24'よい対照を示している。

後者の主張はハイエルダールのコンチキ号漂流記という

災験的箇険旅行によって実証された形!となったが，南方

中闘におけるコ ロンブス以前の甘絡の存在は未だ実証さ

れていない。

中出lの古典lこ出ている甘務とはその例を 1. 2紹介す

ると，次のようでe5る。

李時珍の本主主制自の中1(" 25' 古容をひいて い以下李

時珍の・言.i陳祈錫の異物怠をみると，r甘務は交広の南

方にmする(交魁シナと広州の南方すなわち大体今のベ

トナム地方}。民家は2月に極いもをうえ， 10月にとり

入れる (何れもILì磨)。甘~iの綬はサトイ モのようで，

その大きなものはガチョウの5~のようであり ， 小さいも

のはニワトリかアヒルの卵ぐらいである。紫色の皮をは

ぐと肌肉がまっしろで脂味のかたまりのようである。南

方の人は*や殺物の代りに食べまた果物代りにする。む

したりやいたりして食べる。皆幸子ばしくておいしい。は

じめは非常に甘くておいしいが，貯蔵することが永いと

風化してややうす味になる』と記している。また稽含の

南方草木状 26' (晋の恵苛fの時の大宮，南方の大守iζ任

ぜられたため任地の自然をよく翻べて南方草木状なる審

物をつくりあげた。偽省であるという鋭もあるが，南北

朝時代の古い言葉を残し資料として有力視されているJ

をみると『甘王者は薯積 (ヤマノイモ)の類である。また

( 9 ) 

サ トイ モの類である3 その根や薬1;1サトイモのそれのよ

うである。根は大きくて乙ぶしゃ小さいかめのようであ

る。蒸したり煮て食べると味11.ヤマノイ モのようであ

る。性ははなはだしくは‘冷、でない。 (冷は食物の性

質を表わす言葉で還の反対，たとえばソパは冷である)。

珠盛 (i毎F青島)の人は回畑を務作せず，甘藷・だけをう

えている。乙れをむして切って日 1(，乾して，纏余として

いる。海南島の人が長寿なのは五穀を食べずに甘絡を食

べているからだ。 』と云っているJ(以上本草締自にあ

る李時珍の解説)。

以上は本主主綱忌のひくと乙ろであるが，南方1jf.本状そ

の 26'ものを見ると， *~綱自に引用されたものといさ

さか異なり次のように出ている。すなわち 「甘藷はつま

りヤ7 ノイモの仲間である。ある人はサ トイモの仲間で

あると云う。根菜もサトイモのようである。(一部省略)

皮(;1禁色で，肉は白<.むして食べると味はナガイモの

ようである。性lまはなはだしくは冷でない。海南島の入

(;1皆良業をやらずに，地面iζ孔を1mって.いもをうえる

〈突事事農業，南洋諸島においては簡易農業， クワを用い

ず，絡で穴を開けてイ モなどをうえる)。秋になると，

とり入れてむして切り干して米位のようにする。これを

貯えて1年中の食級とする。(日本のかん乙ろ飯によく

似ている)。中国の内地の人が訪問すると. ウシやプタ

を殺して肉をあぶったりサシミにしてすすめ，i:t誌を米

やアワの代りにすすめる。大がいの南方の人は長生する

ものが少なく 100人に1人か2人であるが，海南島の人

は長生で百余才lζ7J<..ぷ長寿を保つ人が多い。 ζれは五殺

を食べず，甘詑ーを常食としているからである。」と乙の

ように述べて李時珍のひいた文寧と若干の相違がある。

さらに北蒜の賀思認が編集した斉民委術1(.は21)現行

の草木状にない記事がのっている。乙れにはζ の甘誌の

出る地方を港南島K限定せず.その外の地方の名前を書

いてあり.交aCコーチシナ).武平 ・九真 ・輿古(何

れも現在のベ ト ナムの地方の名前)に~する旨書いてあ

る。

以上の古文献をよむとすっかり，中国の南方の地には

太平洋の諸島と同じくコロンプス以前非常に古い昔にサ

ツマイモがあり，乙れらの古文献の甘絡が現在のサツマ

イモであるのが当然のような錯覚におちいる。しかし乙

乙lζふしぎにも乙れに反する文献も存在しておる。すな

わち， t抵蓄によると，中国ICサツ7 イモの伝来したのは

明の万麿22年 (1594)で;鈎人(福建省人〉隙銀首がフィ

リピンのJレスン島から胤の地Iζ導入したという。28'そ

の記事の1都を紹介するとits¥.海を渡るとJレスン図があり
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そとICIま朱薯 〈サツ7 イモ)が，野をおおい山IC速なっ

て存在し特にうえないでも繁殖する。その地の土人はほ

しい時にいもを揚って食べている。土人はいものつるの

持ち出しを禁じているため， トウであんだパスケットの

中にサツマイモのつるをζ っそり切って入れ，人目をど

まかして絵入したという。乙のE芯事lま正統学派から公認

されている中国へサツマイモ伝来の玲期に関する長mで

ある。

乙れは大昔からのぢ箆の存在を否認するもので，互に

相手の立場を容認しがたいものである。しかし明末の徐

光啓の著書農政金警に20) よると，…「元，a先生日く と

して，誇Iとは2種類ある。その 1つは山fiでζれが古く

から関・広にあるいわゆる甘藷であって，他の1つが著書

暮すなわち現在いうサツマイモである。そしてとの蕃薯

はごく最近万麗になって海外から移入したものである。

ζの2つの茎棄は多したがいに類似するが，古くから

ある山藷は木iζよじのぼり ツル性であるのに蕃著すな

わちサツマイモの方は池函をはいまわる。山諸は形が魁

塁(ごつごつしている。ツクネイモのような形〉であ

るのに蕃藷の方は円く長iまそい形をしている。甘さは山

藷は蕃藷le劣る。 Jという。との詳細な比較を見ると，

山藷すなわち普の甘藷はどうやら甘いという乙と.切千

しにすることは普通のヤマノイモと異なるが，どうやら

1種のヤマノイ モにすぎないものらしく思われてくる。

まだいさ多か疑問は残るが，中国iζ普からあった甘藷は

サツマイモでなくヤマノイモの 1種すなわち Dioscorea

Batatasで皮が紫色の品種としておく乙とにする。日本

では中国のように複雑な事情は存在しない。闘すなわち

福建省IC広がったサツマイモはまもなく対俸の琉球IC伝

わった。(慶長U年.1ω5)。その後ルスンと直接交渉の

あった遊摩の坊の津(唐湊〉を伝来したといういい伝え

もある。(島津室奈:成形図説，1ω4) 

また英人 RichardCoxが，その商館に闘いた平戸の

地iζ涜球からサツマイモのたねを入れて乙れをうえたの

加 61昨 (元和元年)である。現在平戸の地lζ「我国最

初のサツマイモ栽培地jという木額が立のているという

ととである。また元禄11年(1的8)IC涜球王が種子島の

領主lζ甘藷1かどを送り島内iζ乙れを栽培させた記が録

ある。

日本全国(東北地方を除く)1ζサツ7 イモが広ま った

のは，八代将軍徳JlI吉宗の頃であり，それまでは隆R揮を

中心とする九州南都が主な産地であったが，貝原益軒は

帥〉その著大和本主主においてすとぷる苦手細な記述をして

いる。

物
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後はおそらく実際iζサツマイモをうえたか，よく観察

指導できる良夫をやとって実践に試したのでなげればわ

からぬような詳細な愛情にみちた観察を残している。彼

は伝統的な中局の侵害の分類法を用いて馨甘藷を分けて

おり，蕃藷をリウキイモ，文はアカイモとよぴ.甘誌を

カンショとよんでいる。

そして「蕃薯の方li万暦年間に侵入念1外国から手K入

れたといい，せ藷の方lま著書普のたぐいだが.ZI)のもので

臼本の畏悶でツクネイモと云っているが，ツクネイモと

は異なる…jとのべ南方革本状の記事をひき，中置に古

くからあった甘廷と金く同一観している。益事干の自には

蕃蕊と甘藷とが全く別のものにうつったのであるう。 ζ

れは一方は皮の色が赤く一方l孟黄色であったためであ

る。赤い方lま現在サツ7 イモとよび ltomeaBatatas 

四 T. edulis であり，黄色い方はアメリカイ モとよぴ

よB.vaT. Batatasとするものである。焼いもとして

は前者サツマイモがおいしく.アメリカイモはまずい。

しかし前者は収量が少なく後者は多いので，現在の多収

穫用のいもは主としてアメリカイそになり.焼いも用と

して若干サツマイモが作られるにすぎない。しかし現在

は品種改良が行なわれ，両者の中間愛のものが多くなっ

てきているため，はっきり区別できないζ ともある。

キャベツ甘藍l立学名を Brassicaoleraceaといい，ヨ

ーロ ッバの海岸積物で野生型のものを var. silvestris 

と云っている。;;$:.1事始遺 (府の朗元中)IC始めて出てい

る。しかしそれから数百年経過した本草網目の時代にお

いてさえ，…「甘援は大紫冬mの仲間である。胡沿居士

は云っている。… r河東 ・目指西の発胡は多く之を種えて

いる。淡の地iζは少しく うえているだけだ』…J3いと

あるととからして，中国本土に入ったのは相当後のよう

である。

植物名実図~IC321 IC説明しである甘藍の図をよく見

ると， カプカンラン Brassica0伽 'aceav釘 . gongyl-

o(Usの図が奮いである。またその本文によると山首定、

(1474)の玉蔓脊，農政金書 (1619)の寧藍がとれに相

当している。華北・量産彊では乙の磁のキャベツの巨大型

を今でも電~i'iといって，!非常に多く裁権利用 し ている

(熊沢1943)。

結~型の甘藍について初めて示したのは閉じく名実図

考爽花白菜33)が録初である。

山西志には出ていないが，乙れは余り日常普通の読菜

であるため，かえって記さなかったのかも知れない。俗

に乙れを回子白菜(モハメット教徒の白菜)と誤って呼

ぶとζ ろから考えて.西減の国々から回数徒の巡礼とと
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にメッカ巡礼者がもたらしたものと思われる。

後で記すように中国では白菜の使用がきわめて多し

そのliaiiキャベツの利用がすくなかった。ただ中国の辺

演に貧河1つで緩する山西谷においてのみ，カプカンラ

ンといい，結Eま甘藍といい裁縫が盛んなのは，何か回教

徒または後寄与と密積して生活する民家の存在を想起させ

る。華南においても台湾を中心とする地方に藍蕃芥別名

著牡丹としてオランダ患の晩生型が土着して農村官官まで

普及しているH' (台湾府志.1690)。

日本iζ渡来したのは，大分後になり，大和本草』ζ361

fおらんだなjまたは fさんねんなJとして繋が大きく，

味がよく，駐車えて3年の後iζ花を開く乙とが書いてあり

結球性は書いてない。小野問山の本草縞目啓設には 381

甘藍の項Iζ記してわが国のハボタンなりと書いてある。

事実今年 (969)の王手，市大の中庭ICハボタンが相当あ

とまで放置されてあり， M花したハボタンをみると.会

く名実図考に記すと乙ろの甘c.の図!Cそっくりで，おど

ろいたととがある。

おそらく益軒の頃に入った「おらんだなJまたは 「さ

んねんなJが園芸用に改良されてハボタンになったもの

と忽われる。どうも日本人はトマトが入ると fサンコ'ゾ

ュナスピJとして飽食用の鉢純えにし立て， トウガラシ

も問機観賞用にしたてている。食用額のカプカンランも

ハボタン!ζ化ける仕末で，何か奨~~世過剰性を感ずる。

そのl又雨.幕末 ・明治になり，政府の奨励の下で大々的

に裁第されると大いに普及して全国に及び，キャベツを

ノi!足訴:菜として考えるのはす乙しおかしいくらいありふ

れた後菜Iとなってしまった。

五月用の紅白ナ7 スの一方の原料として，また冠婚葬

祭の旨煮用の野菜としてすっかり日本の野菜になり切っ

ているこンジン胡礎葡 DauCJIs earota var. sativa 

も.わが留に入ったのは比般的訴らしく体遺春の多議編

(1631)が初めである.多滋編にはt!t利仁牢志牟 (セ

リニンジン)の名の下t三収録されており，1臼来の人参(薬

用人多)と区別するため，セリという字を前につけてい

る。中国rc入ったのも比絞的新らしく本草網目では 37'

中国IC元の時 (1280-1お8)Iζ入ったと云っている。又

名実関考Iζ右いて元の時Iζ大尾学 (尾の線本に脂肪のか

たまりをつげる種類， ζ の尾部のmi肪が珍重される。〉

と-~置にニンジンを煮る ζとが多いが，乙れは元の食怠

(食事する際のおきて)かと凝っている。 おそら く特有の

臭気を有する学肉の潟斑Iζ当り， ニンジンのようにくす

り臭い香気を有する策菜をつけ合わせると，たがいにそ

の臭気を消し合い，おいしく味わう乙とができたのでは

( 11 ) 

なかろうか。

ニンジンの故郷はノルウェー，スエーデンの北古車，ロ

シア北郵といったヨーロ ッバの北都を除く金ヨーロッパ

であり， その産地の標高は2日Qmにまで及び，東1;1小

アジア，シリア.アフガニスタン，シベリア，インドlζ

及ぶ。ヒ7 ラヤでは"夜3L以Xlmlζ達する高地にさえあ

る.28B ニンジンはその業臭い昆味のためその普及が妨

げられたらしく，現在でも小児の大半Iま生れっき.ニン

ジンを綴悪するζとが多い。

また小児ではないが，盲学校の生徒iζニンジンを与え

ると煉って食べない。何とかして食べさせるように.細

かくサイの白状に~Jみ，カレーライスとか旨煮のゆに入

れて食べさせたと乙ろ，不自由な綬でありながら，答ま

たはスプーンで1つ残らずよりわけで食べ残したとい

っ。
ζ の事実は著者が盲学校の栄養士に聞いて深い感銘そ

う砂たζ とである。

ホウレンソウとかニンジンとかいう筑菜は比較的IC中

国でも日本でもその導入が遅れているが，何かζう云う

点iζ導入の逮れた原因の 1つがあるのではなかろうか。

一方ニンジンは中国でも日本でも野生化しやすく泡出

して原野IC野胡鰭萄またはノニンジンとして分布する。

30' 著者は関西地方の植物探集会で2~3回ノ ニンジン

の花が咲いているのをみたととがある。根はやせて貧相

であったが，水で洗ってかじると全くニンジンと風味が

|司じであった。 中国では救策本主主IC野胡騒音自の図がでて

いるが，全く ニンジンと閉じもので.ニンジン同織.~産

.茎 ・綬を油でいためて煮て主主で味付して食べるとよい

と書いてある。

フダンソウ (カエンサイ〉恭菜 Betavulgaris 1立中国

tζ1;1相当古〈入っている。 ・0'すなわち名医jJJ録(502-

お6】ICでており，別名を着蓬*とよぷ。誉蓬l立Kunt'a

と発奮しアラピア語の Gwund'arの音訳である。また

中国南方では溜菜 (Sw僧 t vegetab Ie)とよぷζ とも

ある.乙の名でもわかるように西詰まから南北朝の時ぺIC

入ってきている。

フダンソウの仲間で茎があかい種類を火焔菜といい食

尽に供するが，園芸品種として観賞する場合もある。表

〈テン)と務〈テン)とは発音が近いため，一緒にして

云うようになっているが，やはり柑~の方は線が特iζ甘

い品瓢であったのかも知れない。

B本IC伝わったのは平野必大の本朝食鑑(1697)にf近

年務国(シナの乙と)より来るとあるJからわかるよ

うに元?衰の頃IC中国から伝わったものである。また大手口
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本草 (17的〉の4.1).画面(ダイコン〉のくだりに「重量羅

(シャムロ，タイのζ と〉大綬，乙のほどシャムロより

来る。京都にて近年限元薬と云う。葉大IC内IC赤白の軍

主主あり，うずの舞いたるに似たりとてうず大根とも云う。

業の心も赤く， 味甘し。冬栄うJとあり，全くカエンサ

ィBetavu 1.国~aris var. rubraそのものである。しかし

その後裁縫された模様はなく，議菜として定著したのは

明治以後の絵入によっている。ただフダンソウはホウ レ

ンソウと同じようにひたしものとして愛用され，その栽

培が簡単なため，自家用務菜としてて，家庭菜園に多く栽

培され入用の時iζ業を欠いて用いるのでフダンソウの名

前がついている。

シュンギ蘭葺 Chrysanthemum coronariumは中

国では嘉徳本草に出るのが初めであるととから， 宋の嘉

祐 2年 (1057)頃lζ中国IC:導入された乙とがわかる。シ

ュンギタの原産地は地中海沿岸であるから，外の重複菜類

と同級IC茜t去を経て伝わったに相異ない。かなり特有の

風味を有するものであるから，複菜としての導入がおく

れたのも無理はない。日本IC来たのもおそら く貝原益軒

の和爾雅 (1'鵠8)ICでるのが初めであるととからすると

やはり元禄の頃であったらしい。

宮崎安貞の農業金書 (1696)ICはその裁培法がのべて

あり，観賞 ・食用両方IC用いられたらしい。

シュンギクとキクとは従来の慣行から同属にされてい

るが， 実l立大分性質が異なっており，腐を分けてもよい

位のものである。菊が短目性値物であるのに対しシュン

ギクは長自性(日が長くなると花が咲く)である。シュ

ンギクの染色体数lim=9で，菊の基本数と一応一致す

るが，キタの n=9と相同ではなく， ZI)のゲノムK属す

る。 (並河)。

トウガラシ Catsicum annllumとニホンカボチャ

Cucu，bita moschata はいずれもコロンプス以後iζ中国

および日本lζ渡来したもので，従来利用できる文献の範

囲では日本と中国とどちらが早〈乙のものを受入れ利用

したかはっきりしない。

トウガラシは日本では秀吉の朝鮮の役 (1592)の時lζ

邸鮮から持ち帰ったと伝えられ(大和本~)，叫3 中国で

はかえって遅かったように伝えられるのはずζ しおかし

い。やはり朝鮮に伝わると同時か，あるいはすとし前に

中国IC渡来したと見るべきではなかろうか。

ニホンカボチャについてみると，日本と中国のカボチ

ャは非常によく似ており相互に交誌があった乙とは確か

である。43) したがってζれはほとんど同時に伝来され

たとみるべきであろう。すなわち中国では16世紀初頭に

物 学

日本では天文明m(1532.....1嗣 )に豊後に入ったとされ

ている。

ブドウ葡萄 Vitis vinif waは本来中国iζ産せず，督

自腹の武帝の時.張費際が商議』ζ使した時，菖.穏などと共1ζ

漢に持ち婦った数少ない積物である。 44) 乙のほかに彼

が西緩から持ち帰ったといわれる大蒜〈胡務)とかその

他，訪…とついた織物は全てE長案が持ち帰ったζ とにさ

れている。しかし乙の無数の植物の中，本当に張調書が持

ち帰ったのは衝衡をはじめとする僅か2"-3種のものら

しい。 その後中国{立五胡十六憶の乱を経て，西繊の人身

が多数流入して，ブドウの栽培とプドウ酒の製造が獲に

行なわれるようになり，乙の乙とは階・唐の時代の持を

見るとはっきりわかる。

日本では葡萄の記事は古事記・日本容紀の神代の部に

術事事(エピカヅラ)の記事が見えるが， ζ れはおそら く

現在のヤ7 プドウの乙とであると思われる。

日本で甲州葡萄の“'元祖として11鉛年 (文治2年)，

F高官勧解由という人が神社多詣の帰りIC野生のヤマブド

ウの中区特にいちじるしく柱状の異なるものを発見して

自宅に持ち滞ったのが，現在の甲州ブドウのはじまりで

あるという言い伝えがある。中国と交通があった普から

考えると， ζ の時分ICブドウが存在したとしてもべつIC

ふしぎではないが，いろいろな乙とを綜合して考えると

ζの雨宮氏のプドウ発見談はおそらく伝説IC近いもので

あって，乙の雨宮家IC伝わる伝*も武田信玄の賞状をも

らった時分から次第lζ正確な記事になっている。乙の時

分から日本の家々の紋章iζブドウが図案化して取り入れ

られてきているので，実質的なブドウの移入が流行した

のは室町時代乙のろからと思われる。

li 明治以後にa来した策案・果実

幕末から明治にかけて，各種の洛菜類と果実が.当時

の政府の手により鎗入，その主主培を奨励された。その大

きなものを拾うと次のようである。 471 セイヨウカボチ

ャ (クリカボチャ) Cucu，bita ma%ima， メロン類

Cucumis me!{}， トマ トLycopusicumescule胃tum，

イテゴ F，agariagrandiflora， ジャガイモ Solanum

tuberosum，タマネギ Al/iumCepa， シャロ ッ ト A~

lium ascalonicum， カプカンラン B，assicaoleracea 

var. gqngyUJ(Us， ピー トBeta凶駒山，結球白菜

B，assica pekinensis， キャベツ Brassica oleracea 

V紅 . capitata， コモチカンラン ーBrassicaolwacea 

var. gemmifera， ハナヤサイ B.o. var. botrytis， 

セロ リー Atiumgraveolens， パセリPetroselinum

sativum，アスパラガ久 Asparagusofficinalis。

(ロ 〉
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乙の外以前からある電電菜 ・果実でも新たな西洋種が給

入されたものに.セイ ヨワダイコン {ハツカダイコン).

セイヨウニンジン， セイヨウキュウリ，ピー7 ン，セイ

ヨウホウ レンソウがある。

乙の大部分{まヨーロ ッパやアメリカから絵入されたも

ので，ただ1つの例外は結球自発ーだりが中国から絵入さ

れた。

これらいわゆる洋楽の中クリカボチャ，トマト，ヅャ

ガイモ，タマネギ，キャベツなどは今さら洋楽というの

もおかしいくらい普通野菜としてその仲間にとけζんで

しまった。少し目あたらしいのが，ハナヤサイ，コモチ

カンラン，セロリ ー. メロン，などである。

ζれに反して中国の洋菜類は上海 ・広東などの開港場

の近くでのみ栽培され，主iζ外人向けに消費され，あま

り大きな需要はなかった。

自本料理と異なり，半分洋風めいた中準料理で洋菜の

f.iめる割合は祭外すく ないのである。

ζの理由はいろいろ考えられるが.1)政府の奨励がす

くないか，絶無であったとと。 2)中国の料現が非常に先

述している反面，旧来の調p.l!法を鼠んじ，珍奇な材料に

とびつかないζ と。 3)中国では衛生的見地からかなま物

を非常に銀悪し，生野菜料裂であるサラダなど，ほとん

ど食べなかったため.ζれら洋野菜のうち生食用のもの

がうけ入れられに くかったζ となどがある。日本で洋野

菜の綿入が成功したのは乙の逆の理由である。

考察

臼本 ・中国 ・鱒留はその民族の過半が3釈を主食とする

乙と，すζ しずつ違うと乙ろはあるが.何れも味噌・醤

油のたぐいを用いて絢味すること，議菜の漬物を多量消

鈍する点で非常に共通する点を持っている。しかし一方

乙の三良族は広畿の潟味料である食用油の使い方とその

量の点で，また畜肉の使用の頻度とその盆の点で著しく

異なり，中国 ・事事国 ・日本のそれぞれの料理を特徴づけ

ている。

乙の乙とが大きく作用したため日本料理は中国 ・事事国

の料理と大きくかけはなれたものになり，日本と中国の

科裂が相違した五正大の原因i孟油脂の使用量の差異と畜肉

の使用の有終であろう。

前記の事情が中国や純国における香菜(香辛料的野菜)

の使用量を大ICし，同木におけるその使用を小にした。

しかも日本における香菜は.<ツタケとかユズとかサン

ショウと云った比絞的典雄な香味を主とする穏和なもの

である乙とにその特色がある。

一方中国は彼の国自身の感覚からいうとut界の中心で

qo 

あるという自覚または錯覚を持っており(中華居忽).

事実インドから西峻諸国から東南アクアからすなわちそ

の当時の感覚からすると全世界から全ての文物が入って

きたのである。食物の世界でもまさにその通りでaうって
ζ とに制比渡人の王朝ではい鱒唐・金元・清の王朝に

おいて当時の感覚における世界的規模の食生活文化が成

立していた。そして夜菜・果実においてもとれが成立し

たため，古く南方Z草木状的世界 (パナナとかジャスミン

甘熊といった南方世界的要素)や飲路正要仁元の時の食

医忽息慈の著書で，食事是生が衛生の嵐意であるととを述

べている。〕的世界{モンゴルとかイ ランの動縫物やピ

ラフ料理を含む西方遊牧民族の世界)1ζおいて.いちじ

るしく広汎な地主義の議菜・祭実が中国』ζ輸入されるよう

になり. (中国)=【世界】という，中国を世界の中央

と視る感覚が助長されていった。

そうして速くアフリカIL発祥したスイカのような果物

とか，地中海の沿岸にその祖先を有するフダンソウとか

セロリーなどの統楽が，一度中国という巨大な貯水池11:

プールされ，これが日本海という堰堤をオーパーフロウ

して日本に入って来た有機が，日中3.(削年IC及ぶ長久

な夜祭 ・果実の交流における現実ではあるまいか。

乙の考え方によると日本は中国からもらうだけで全然

中国に与えるものを待たなかったような印象を与えるが

食物の世界においても日本のキクラゲ，シイタケとか，

コンブ・ワカメのような海事巨額，フカのひれ，干しアワ

ビ，干しナマコのような乾物類がB本から中国の輸出さ

れた。しかし圧倒的に中国から与えられた食品乙とに爺

菜 ・果実の類が多いのである。ただ清朝末期 ・民国初期

11:おける 日本の殖民地経営の函で旧満洲地方 (tt国東北

地方) ・台湾省においてキャベツ ・ジャガイモその他の

洋菜類が.その祭主告を奨励され普及するに至った事実は.

たとえそれが継民地的経営という面で祭多の罪悪をおか

し，現地の民家を湾攻したととになるとしても，反面中

国民衆の生活そ笠か11:し，食生活を改善するものであゥ

たととは認めねばなるまい。

日本と中国， ζの精神文化においても深い関係のある

こつの国が，食生活においても，深くかかわりあい，し

かも別々に分れて発展してきでおり，現在のような中国

料理と日本料理とを生んだ。しかし明治以後の日本は積

極的に中国からだけでなく世界の裁菜・果実を輸入して

現在みるような多彩な食生活をきずきあげた。しかも欧

米恩のいわゆる洋食も日本鼠に変形させてト ンカツ ・コ

ロッケ ・ライスカレーを作り出した。乙れらはいずれも

本来の PorkcutletやCr叫 ue憎.Cury and riceとは

( 13 ) 
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全く異質のものである。向車最IC日本IC輸入された中国料

理もギョ ーザ ・チャーハン ・ラーメンいずれも本絡的な

鍋貼鮫子 ・妙飯・什鎗湯鍾(老麺)とは異質のようであ

る。乙れらIC中国本土で使用されるよう江本絡的な香菜

すなわち大軍事を始めとし，拐事与 ・ 芹~(セロリー)の使

用が家庭におげる中$風料理にとり入れられるのは何時

の乙とであろうか。やはりとの辺!C日本的風土の同化性

の限界と日本人の格好の特殊性を見るのではあるまい

か。しかし戦後二十数年を経過してわれわれの食生活は

念カープをえがいて変化してきでいる。験前の生活では

とても信ぜられぬ，洋~ ・ 洋泉の使用が臼官官卑近のもの

になってきている。 1例をあげると果物におけるメロン

マスカ ットの食用，謙譲におりるセロリー ・パセリ ・カ

リフラワー ・プラ γセルスプラウトやプロッコリー ・ク

レッソンの食用が日常普段の乙とになり，事実乙れらの

洋菜 ・洋巣の食用はその家庭生活における食債の士盛大に

余り直接にはつながらないようになってきたし，乙れら

の貌菜・果物は場末の市場にまで販売されるようになっ

てきている。

近い将来IC中国風・洋風 ・和感を完全にうって一丸と

した新らしい日本料型車が乙れらの洋菜 ・F宇5震を駆使して

世界料理として確立するζ とも夢ではあるまい。

要 約

日本と中国の三千年IC及ぶ文物交流の歴史を通じて，

t世界の各地から}阜中国lζ集まり，乙乙から日本IC渡来

した斑菜・果実の交流の歴史を縁結的IC述べた。もちろ

んζの小さい論文において全てを包括する乙とは不可能

であるので，著者の特lζ興味をひいたものについて例を

あげて鎗述した.その始めにわずかの食用作物しか持た

なかった古代日本は勤勉精励IC中国の!f~ . 果実ぞうけ

いれたが，その一応の完成をみた時期iま平安朝中期 (延

書式の時代)であり，J立の完成は江戸時代中期 (大和本

草の袴代〉である。その後にも幕末・明治を通過して欧

米の旋菜・果実が多種類絵入され，現在の日本の養生活

を形成するに至った。ただ日本は米食，味噌 ・醤油の使

用などで中国と食生活の基盤を同一IC持っているにもか

かわらず， 香辛料的稼業(香菜)の使用において全く中

国と異なるようになった。との主な原因は銅味料として

の池の使用の多少，奮肉の使用の有無であり， ζれが乙

の大きな差異を生ぜしめた要因の主要なものである乙と

が推理されるe

中国i立中世において洋菜の受容に積極的であったにも

かかわらず，近代ζとiζ消末において，積極伎をかき，

かえって幕末・明治以後における日本の積極的な洋楽・

物

( 14 ) 

学

洋5震の紛入と受容におくれをとるようになった。乙 ζに

中慈思想によるおちつきと同時に停滞性がみられるが，

一方最近における中撃人民共和国の成立後における発展

がどのように，i芋~ ・ 洋泉の受容の商4ζ量語審を与えるか

予測は図廷であるが，非常に興味が深い。

現在の文化革命が一応終りを告げた時以後における発

展が期待される。

なお乙の小徐におりる鎌翁の発展のすじ道li京都大学

人大科学研究所における中国科学技術史研究班のメンパ

ーの先生方との援詮の末になるものが多い。附して渓く

謝意を表する次第である。ととに研究班の班長s 前京都

大学教授薮内清先生の御指導 ・銅被告重と前四条.女子短

期大学教綬篠田銃先生との楽しいディスカ ッション;ζ深

誌なる謝意そ表する。
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